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9年目を迎えたシヤ'ミンカツプ・オフシ
』

10月10日の開会式③あと，台風で1部日

‐1 フショアシリーズは，

になり，

10月16日から20日ま《
参加艇は,IOR-j

ラス10艇，そして今畠

クラスに8艇の，縦

の城ヶ島沖を中心に，

1レースが行われた。

レースは終始微風のf

た。そのなかで．IO

ドの5日間に開催された。

‘クラス7艇,Bクラス12艇,Cク

:から実質的に開催となったIMS

”｡昨年同犠神奈川県三浦市
インショア2レース，オフショア
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なり，長時間の神経戦が続い

Iクラス“アイムソーリー"'

2ラス"ｼﾙーﾌｨーﾙド'；
I,‘が，それぞれ勝利の栄冠を

段

Bクラス“チャチャ11'',

IMSクラス“クリプ卜

ものにした。
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結果，クラスA&@アイムソーリー”クラスB@@チヤチ

st'II"クラスC"シルフィード"IMSクラス“クリフ。

トン”がそれぞれ1位となり，このレースの総合優勝と

して“アイムソーリー，，がコルム杯を鱈号した。

第3レース，インショアは，風待ちのため12：00スタ

ート。途中，風が弱まりコースは短縮となった。

そのなかで､，クラスA"ドンキーⅥ”が良いスタート

て飛び出し，そのまま逃げ切る形でファースト・フィニ

ッシュ。クラスBでは香港の“ステッドフアースト"，ク

ラスCでは“シルフィード”，そしてIMSクラスでは

“クリフ・トン”が，それぞれこのレースをものにした。

最終日第4レース，インショアは凪がなく，クラスA

のみが成立。台風と微風，そして潮に悩まされたものの，

3ページに記した結果でシリーズ戦は終了した。

微風のなかで競われた神経戦

台風で順延された本シリーズは,10)116Hから開催と

なり，初日第1レースは，軽風のなかでクラスA"コル

ムJ"と“海太朗V"が他艇をけん引する形でレースを展

開。ファーストフィニッシュに“コルムJ"が入ったが，

クラスAの初戦を飾ったのは“海太朗V''となった。ク

ラスBでは，クラスAの艇を抜く勢いを見せた‘‘チヤチ

-t'II",クラスCでは“シルフィード”力確実な走りで，

それぞれトップ｡に立ち，注||のIMSクラスでは“ラト

ル．アンド・ハム”が初戦を勝ち取った。

続く2日目は，当初のショートオフショア・コースを

使ってのロングオフショア・レース。北から西へ振れ回

る微風のなか，全艇懸命に凪を拾いながら，江の島～小

網代のレグをクリアして，一路神子元島へ向かった。
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風に悩まされたシリーズ戦となった

雲
今回冠スポンサーとなったコルム／日本タイマート(株)からも
50フッターが参加，善戦した。
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ジャパンカッブオフショアシリーズ

1991を終ってﾚｰｽ委員長宮坂敬三
_1983年の第1回から通算で9回目，熱海から三浦に海

面を移してから3回目のジャパンカッフ。オフショアシ

リーズがやっと終わった。こんな苦しい判断のシリーズ

は過去になかった。過去9回，何らかの形でたづさわっ

て来た。ある時は選手としての参加もあったが，今回程

「やっと終わった」というのが実感であったことはない。

一時は，シリーズが開催出来ないかも知れないという心

配から始まり，日程の問題，泊地運営準備に係わる人，

物の問題またやっと開催のはこびとなってからは，台

べ軽風になやまされ続けた｡

しかし，参加者の協力，特別協賛をいただいたCOR

UM/日本タイマート株式会社殿をはじめ，後援，協賛，

協力をいただいた各社・団体殿のご唖卑により，実質3

レースではあったが，シリーズが成立し，表彰式を行う

ことが出来たことを心より感謝すると共に，このシリー

ズが増々発展することを願ってやまい､。

今年は当初,40艇を越える問合わせがあったが，最終

的には3艇のエンリーで，シリーズをスタートすること

になった。

IORクラスAが7,クラスBが12,クラスCが10,

それに今年が実質上最初となったIMSクラスが8艇で

あった。今年からチーム対抗レースをとりやめたことと，

クラス別の競技に各々ジャパンカッフ。を賞とし，クラス

内での優勝をたたえることにした。

参加した選手の数を調べてみると，4レースの出艇申

告の合計で，1557人になる。その内外人は203人となる。

へれは延人員であるが,13%が外人ということになり，

この傾向は年々増える方向にある。外国艇の参加は2艇

チャーターが1艇であった。

＃ 守

毒…

991

鴬
~'

1虫

表彰カッブリ)山に囲まれてスピーチの宮坂委員長

今年から新しくとり入れたものに，広告表示に関して

はカテゴリーBを採用したことがある。結果的にはクラ

スAてゞ1艇クラスBで3艇のみとなったが，ルールの

範囲内でもっと活用した方が，各艇のためには良いので

はないかと考えている。まだ新しいルールであるので，

実際の運用に関しては，参加者側も運営側も事前にもつ

とよく研究しておく必要がありそうである。事例の分析，

諸外国での実態，現場での対応等，ケーススタディが必

要だと思う。

もう一つの新しいことは，ハンディキャップ。システム

にタイム・オン・デイスタンスを採用したことである。

Offshoreにも発表した通りの経過をふまえて,本部レ

ースとしては今年の第32回鳥羽レースから採用したシス

テムである。しかし，まだまだ，各レースごとのデータ

ーの不足等もあり，このシステムの良い点を最大限に活

用するには，データーの集積，分析のくりかえしが必要

であり，計測委員会の協力を得ながら研究を続けて行き

たいと考えている。

各レースごとの分析・詔面は，紙面の関係で別な機会

にゆづることにするが，シリーズ諮了後，この報告を書

いている現在までに，各方面から寄せられた問題提起を

要約してみると下記の通りである。

泊地の問題，日程の問題，予備日の使い方，ロングオ

フショアの距離を短かくして欲しい,IOR/IMSは

同じコースを走ら産くてもよいのでは？，レース海面の

問題，神子元島を夜廻るのはキツイ，等々 ･…･･･これら

はまだ一部であるが，いづれもこのシリーズを愛し，よ

り発展させたいと願う会員の前向きな意見であると受け
とめたい。

今回も外国人選手の活躍が目立った
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'91年ジャパンカップを終えて
レース実行委員長並木茂士

本レースが終了した後，参加されたレース艇のオーナ

ーの皆さんたちと話し合う機会を得ました。これは，反

省会というよりは来年，さ来年に向けて，今後こおのジ

ヤパンカッフ｡をいかに立派なレースにしていくかという

ことで，2時間じっくりと話し合いました。

このなかで，非常によい意見もありましたので，来年

はもっともっと良いレースができるのではないかと思い

ます。

今回，台風と微風に悩まされましたが，これはもうど

うにもXfらないことでした。実際は10月末から11月初旬

に行う予定でしたが，これは50フッターに譲りました。

ここには会長，副会長を始め，大勢のジャパンカッフ･関

係者の皆さんがお集まりですが，外洋レースの本家であ

るNORCが,50フッターに日程をゆずってあげたんだ

という大き通気持ちに通っていただきたいと思います。

艇長会議でも申し上げましたが,このレースがて、きたの

は，何と言ってもスポンサーの日本タイマートさんのお

かげです。そして，泊地でご存じの三浦市。いろいろと

批判もありましょうが，去年も一昨年もお世話になり，

これだけのことをやっていただいた三浦市と三崎マリン

の皆様には，何と言ってお礼を申し上げればよいかわか

りません。これは，コミッティ，選手皆がそう思ってい

ることと思います。

最後に，今回レースをやるかどうか，夜中まで話し合

った，レース委員会，コミティの皆さん，本当にご苦労

さまでした（表彰パーティにて)。

運をものにしたアイムソーリー

ジャパンカッブ運営のみなさま，

お疲れさまでした。今回ジャパンカ

ッフ。に出場し，運良く優勝させて頂

き非常に喜んでいます。

確かに今回のレースは運が40％，

その他60%かもしれませんが，運を

つかむのにも段取りがあります。そ

の60%の中身を開いてみたいと思い

ます。それで今回は，勝因60%のレ

ース報告です。

第1レース上気味からスタート。

艇団押さえて右海面へ行く。<海太朗

V>一艇が左海面へ向かう。第一上

マーク〈コルムJ>のあと二番手て、

回航フリーのスピードが速く50フ

ィートの艇と離れず。2レグ目，真

ん中より少し右海面を走る。大きめ

アイムソーリー艇長菊地透

に右海面へ出したく海太朗V>,<アド

バンテージ>,〈スター＆スター>に先

行される｡第2上回航後,前の2艇を

抜きさる。微風のフリーが速い。し

かし大きな差をつけられたく海太朗

V>には届かずそのままフィニッシュ

ヘ。フィニッシュ前<ドンキーⅥ＞

に抜かれたが，レーテイングに助け

られて，クラス3位。30.方向の風

は，城ケ島ベッタリが良いようだ。

第4レース,ロングオフシヨア120

マイル。小網代沖スタートで，江ノ

島往復，大島西側まわり，神子元島

反時計まわりの，大島刺則まわり，

三崎港入口でフィニッシュ。

スタート－回目で､ゼオ､ラルリコー

ル，下一番で出る。2回目スタート，

下二番目で出る。御風の為クルー〆‐
ほとんどが，船内にいる。イピキが

聞こえる。ブローと,GPSを見な

がらコースを取る。速い。上側では

風が止まっている様だ。‐剛艇団と

の距離がのびる。江ノ島マーク，ト

ップ･で回航スピンを上げ沖出しな

がら，ブローを拾う。GPSを見る

とコースよりかなりはずれた｡1.5マ

イルぐらい行ったあたりで，大雨。

すぐ録後ろにいた艇が見えず，その間

に風がなくなったり，出てきたりで，

5回目ほどのセールチェンジ。小網

代沖ブイ,1.5マイルほビ手前で雨が

やみ，他艇が見えてくる。なんとか

トップ。はキープ。しているようだ。し

かし艇団の中からくチャチャII>が出
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スポンサーの日本タイマート，加藤社長から表彰を受ける常川オーナ－

てきている。小網代ブイを，風のあシ|､。ロックすぐ横を通過。その後

る間に回航する。次艇<コルムJ>ジヤイブして，次のマークへ。外人

に25分ほビの差がついた。ラッキークルーは，あとになって「アイムソ

である。－リー」とシャレていたが。バカヤ

PM2時に回航，しかしこのあと，ロ－11

約2～3時間ごとに前線がやってきPM11時神子元島通過。大烏まてﾞ

て，風向，風速，海面状況をたえずデッドラン20ノットオーパーの風てﾞ

変えていくのて､’5～6回のセール距離を延ばす。後続艇の航海灯，日

チェンジを余儀なくされる。パター本のニカウの目にも見えず。AM2

ンとしては，0．50Zスピン，ライ|、時，竜王岬を通過。この後大島のブ

ジェノア，ミディアムジェノア，ナランケに少々つかまる。セールチェ

ンバ－3ジブ,0.90Zスピン,0.50Zンジの嵐，今回乗ってもらったBB

スピン，という感じのサイクルで,Cの早福君，大いにバウワークで活

一体としては，30回はセールチェン躍助かる。いい男で､ある。三崎沖

ソ．を行っていると思う。疲れた。10マイルぐらいて譲フィニッシュ。前

神子元島まて､､は，ラムライン上をの無線のコールにより,〈コルムJ>

行き，8マイル手前でGPSを壊しより前にいることを知る。あと一マ

てしまい，対地舸去に変えて神子元イル弱，しかし風が無くなってきて

島へアブ。ローチ。いる。速くフィニッシュしたい。A

神子元島を|可ったことのあるのはM6時フイニッシュ。この後もっと

自分しかいなかったので，外人クル風が落ちた。ついている。フアース

ーに説明，北東側に寄り過ぎている｜､ホーム，総合，クラスA全部いた

と思ったのでタックの要請をしたが，だき！

しかしなかなかせず，その間に目の第3レース，スタート後リコール

前に大きなロック，即タックて､回避，旗上り，リコールしたと思いまわり

命拾い。そのあとスピンジヤイブセ直す。後で聞いたが，リコールはくニ

ッ|､のコール。外人クルーに神子元ンジャ＞で，一分間ルールで出てい

島の南のロックを説明したが，通じたとのこと。無線機の調子が悪いせ

なかったのか，なめているのか全くいだ。ああ，もったいない。ジヤス

無視。自分も無視してベアウェイセトスタート！しかし微風は速い。な

0F応HORf

んとか挽回して2位,〈ドンキーⅥ＞

も調子を上げてきた。

クラスAフィニッシュぐらいから，

風が無くなってきて，ワン|､ンが止

まりだした。これて､､，クラスA,総

合でトップ。に立つ。明日のレースが

こわい。

第4レース，風が弱く，潮が強い．

スタート出遅れる。潮に向かってい

る。ワントンが速い。第一マーク前

に抜かれてしまいそうだ。総合優勝

消える。コミッティポートが走って

くる。旗がいっぱいあがっている。

N旗グリーン，ピンク，イエロー。

ノーレースだ。やった！しかし，ブ

ルーがない。どういうことだ。クラ

スAだけレースを行なう。胃が痛い。

第一マーク三番手。タ蕃ンゴてゞ〈アド

バンテージ＞とくニンジャ＞がまわ

る。サイドマークまて､､は風はないが，

速く着く。前を行くく海太朗＞〈ドン

キー6＞が，スピンをあげヘディン

グを下マークに向けたまま外｛!!1に流

されて行く。アイムソーリーは，ゼ

ノアをあげても外に流されていく。

同じで､ある。3時間ほどサイドマー

クから，下マークへの苦悩が続く。

GPSをにらみながら，船の行方を

考えながら。

百メートルの海底へアンカーを打

ち込んでみたり，セールを変えてみ

たりして自然と|淵う。それがヨット

レースなのだ。

し ス海面がどうだというよりも，

ただ勝つ為に何パーセントかのテク

ニックを駆使し，何パーセン|､かの

連をつかみ取ってくるために努力す

ることなのだ。

運をものにしたアイムソーリーが

侭|券したのも良きクルー全員の努力

なので､す。たとえ今後に課題を残し

たとしても。

自分の時間を使い，一生懸命運営

してくれた方々の気持ちを感じるこ

ともできました。

僕達アイムソーリーには，すばら

しい，ジャパンカッフ｡であったと思

います。
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”賢
;酔慰

識箪

今年度のジャパンカッフ･全11本外

洋ヨシ|､選手権シリーズは台風の影

響によって，前半レースは1'1止にな

ったものの，やっと成立したと関係

者一同は胸をなでおろしておられる

ことと思います。色々な制約条件の

もとで，最大の努力を払われたこと

てゞしようが，参加した選手権から振

り返ってみて，不満の残るレースで

あったと,'dl,います。来年度より，こ

のレースもアジアサーキッ|､レース

として，より国際的なレースに格上

げされるようですのて誤，敢えて申し

上げたいと,W,ったしだいです。

台風が接近して来ると港から出ら

れなくなることは，昨年も同じこと

がありながら適切な対策が打たれて

いなかったことについて，オフショ

ア誌に多くのオーナーがｲ酎簡されて

いる通りです。

10月10日より13日まて､､は，台風で

出港が不可能て､､あったとしても，恋

ぜ14～16Rの予備日を全I1レース日

にすることが出来なかったのか，外

国や国内て､も遠路より参加する艇は

多くの時間を多大な費用をかけてや

って来ることを考えれば，出米るだ

け多くのレースを消化するよう考え

るべきて､はないて、しようか。

また，トライアングルレースの海面

が，潮の流れが速くレース海面とし

ては，適切で､ないと思います。最終

レースが，スタート後レース中止に

なったのもこのような海面によるも

のです。

私自身6月始めに,キールて､行われ

たBITCUPレースを見学に行

き，その帆走ぶりを確認することが

出来ました｡また,今年のONET

ON世界選手権及び，アドミラルカ

ップ。に出場するため短期間て鹸はある

が，世界一流選手によってチューニ

ンク、がなされており，インサイドバ

ランスとの位置を度々変更して3度

■
９
１
で

鋸

表彰式での山村オーナー

の再計測を受けています。

アドミラルが終わって，日本に送

れば何とか9月20n頃に横浜着とな

り，ジヤパンカッフ。には出場出来る

ことになるが,FI本て再計測を受け

ている時間はないのでチャーター艇

として，出場する事になった。

何しろ同じFarrの艇とは言え,5

年前のデザインとは大幅に改造され

ているので，乗り憤れた外人クルー

の助けが必要で,Stagg氏,IbAn-

dersen氏（ダイヤモンドセール社社

長),BobViley氏（マッチレーサ

-),BouveBekking氏(50Fスキ

ッパー)，バゥマンにBoHasseriis

氏(今年3/4選手権優勝）5人の助人

と，6人の日本クルーの組み合わせ

となりました。私も今て鹸は日本人ク

ルーのみで種々のレースに出場して

来ましたが，今匝l助人達から多くを

学び取ることが出来，今後に生かせ

ていきたいと思っています。

最後に，ヨットレースに勝つため

には良いデザイン,（レース海面に適

合したもの）チューニング，と乗組

員の技量，の三拍子がそろわねばな

りませんが，今他|はこの三拍子がそ

ろい満足のい<Bクラスでの優勝と

なりました。

三崎近くでは，一艇15～20名の宿

を確保することもなかなか困難です。

まして，海外からの参加艇用のホテ

ルや食事をどうやるのかまて、考えれ

ば，熱海の方が良いように,W,います。

運営側へのお願いはこれくらいに

して，私力新艇CHA-CHAIIを購

入するまでのことを少し記したいと

思います。

今年の初め頃より，荊艇と買替え

ることを計画し，情報を集め始めま

した。Farl-インターナショナル社長

のGeoffStagg氏にコンタクトし，

FarrデザインのONETONにつ

いて情報を入手。へ

Vrolijkデザインとの比較におい

て，ある角度のダウン・ウィンドが

Farr艇よl)も早いが,最近のコンピ

ューター技術を使えば相手の欠点を

知ることは簡単でその点を突いて来

るが,今年のFarrデザインはデッキ

レイアウトも大幅に変更し，より重

量の集I''化につとめた自信作です。

また,Stagg氏も6度もニュージー

ランドに出張し，艇の建造を指導し，

クックソン造船所も通常ONET

ON建造に要する期間より,2週間

も長くかけて十分に注意を払って作

ったもので､あり，今年ジャパンカッ

フ優勝の1'msorry艇同様,名艇とな

るて傘あろうとの事で､した。
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九年目のビッグタイトル
"シルフィード”蒲谷和行

もおぽえ，レース毎に充実感を味わ

えるようになってまいりました。そ

して,勝利の女神を信じて，「いつの

Hか／」と夢見ながら，努力を重ね

て来たのです。

第4回ジャパンカッフ。より私達の

艇に変りヨコヤマ32にて参加し，ロ

ングオフショアのゴール寸前の大島

沖でデスマストを経験しこれさえな

かったら，と残念な思いをいたしま

した。しかし，「なかったら｣は通用

しない事は十分承知しており次回か

らは，「なかったら｣をなくす決意を

したのです。第7回ジャパンカッフ。

ではクラスレ第一位をなり，七年目

の栄光にカップ･を囲み自らの栄誉を

称えあったのでした。

しかし，貧欲な私達はそれではよし

とせず，さらなるステップ｡を望みと

うとう，“ファ一列TONを”手に入

れ,第8回'90ジャパンカッフ｡に参加

したのです。そこで各レースですべ

て上位入賞を果しました。なかてゞも，

ロングォフショァレースでのゴール

前の競り合はあざやかに脳裡によみ

がえります。その結果は十数秒差で

敗れはしましたが，最高のレースで、

した。勝者のグレートバンディノと

はゴール後声を掛け合い健闘を称え

合ったのです。その爽やかな汗の臭

いは忘れられません。その時のシリ

ーズ総合成績は僅少差の四位でした。

このように数々のカップ。を前に感激

しあいました。

今年は，日本ミドルポート選手権

関東外洋ヨシ|､選手権と連勝し，勝

利の女神が私達にとうとうほほえみ

かけてくれたので､す｡第9回'91ジャ

パンカッフ･優勝.／その優勝カップ。

はみんなの汗でとびきり輝いていま

した。これからも見果てぬ夢を追い

続けます。

弾》
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》
”
妖

弧
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串
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鋸
伊

爵
貼
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離
織
《
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蕊
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Ｊ
抄
出
や

凸､¥』

誹誹､輻齢偶

鍵蟻息．，．”海霧』鄭《凸露謹

つ
ゞ
”
蕊
密

於
・
蕊
瀧

■
表彰式での蒲谷オーナ－

て､す。そして以前にも増して,NO

RC始めほとんどのレースに出場し，

レベルアップ。に務めました。しかし

他の艇も同じように努力を重ねてい

るのですから，その差はそう簡単に

うめられるものて､はありませんでし

た。それに，参加艇も回を重ねる度

に，最新鋭艇にとって変るようにな

りました。またクルーも外国人の姿

も交えて，ますますハイレベルのも

のとなってきたのです。そんななか

て傘，私達シルフィードは急激に変わ

るすべもなく相変らず，多くのレー

スに参加し，実践鍛練を通して少し

で､も前を走れるようにと，マイペー

スで行くしか方法がありませんでし

た。

しかし，レースは良くしたもので，

長い間には私達にもチャンスがめぐ

って来たのです。ある時，オフショ

アレースて総合3位になり，私達は

増々レースの魅力にとりつかれてい

ったのです。それに勝負にこだわる

より，レースそのものを楽しむすべ

十月二十日午後，私達は城ケ島沖

で第四レースの再スタートを待ちな

がらAクラスの御風下でのレース展

開を遠望し，最終レースに想いを馳

せておりました。その時，突然無線

機よりB,C,IMSクラスの第4レース

中止の通告があり，その結果シルフ

ヘールドの第9回'91ジヤパンカツフ｡

Cクラス優勝が決まり思わず一同喚

声をあげ歓び合いました。今回の開

会式では九回連続出場艇として選手

宣誓の名誉ある大役が申しつけられ，

選手宣誓チームとして一層心の引き

締る思いでレースに望みました。

想い起こせば九年前，第一回ジャ

パンカッフ｡にハーフトンのキハラ31

で初参加し，他艇のレベルの高さに

圧倒されながら，荒天の中必死に走

り，力尽き，リタイヤの憂き目に会

いました。しかし，日本のトップ･レ

ベルのレースに参加て祷きた充実感で

胸が一杯でした。レース後にはその

苦しさはすっかり忘れ去り，爽快感

が残り，翌年への意欲がっのったの



OFFSH"f 12

IMSクラスに優勝して
”クリプトン”スキッパー八木達郎

〈キャンペーン＞

実際のキャンペーンが始まったの

はJAPAN-CUPの2週間ほど前で、

あった。この様なキャンペーンで最

も大切な事は，艇のメンテナンス状

態と，乗り手のチームワークて鱗ある。

艇の整陶犬況は，常に初鹿野オーナ

ーみずからがメンテナンスをされて

いて，ほとんど問題は無かった。

乗り手の方は，オリジナルメンバ

ーの佐久間君と佐藤氏に加えて，私

の方で今年の鳥羽レースて穣IMS2

位になっている“翻車魚”の若いク

ルーを揃え，ヘルムスにはやはり私

の後輩て、，シーホッパ－て国体選手

をやっている|｣1本君を予定していた。

結果的には台風て､レースのH程が

変わり，山本君のルーツで､(彼は"摩

利支天”のマオ､一ジャーである）太

平洋のアイランタ管－，マーレー，ス

ペイン船長とラオード，ニールの2

人を起用した。キャンペーンの始ま

りはまず艇の性格を知る事と艇にな

れる事であI)，とりあえず9月26日

と10月6HのSTCに出場した。練

習とレースで分かった事は，このデ

ヘラ-36DBは100%ジブし力持たな

い非常に特殊な艇て､､あり，フラット

ウォーターの順風世ULて､､は，まずま

ずの走りをするが，チョッピーな波

と軽風て､はほとんど動かないと言う

事が分かり，これはレースを前にし

てかなり重要な問題となった。

とは言っても，レース直前て､はこ

れに対する改善策は無い。またこの

微風性能の悪さのために非常に低い

レーティングを持っている事も事実

だった。

〈劇的なDNF>

第1レース，我々は5時間まるま

るを走り切り劇的なDFNとなった。

我々がフイニッシュラインをクロス

したのはタイムリミットのちょうど

11秒後だった。普通ならここて､とん

て．もなく落ち込んて寧しまう所だが，

我々の場合はそんな事は無かった。

1人1人は個人的には落ち込んで

いたかも知れないが，チーム全体と

しては平然としていた｡何よりも我々

がせぃいっぱい戦った事を我々自信

が良く知っていた。

〈大逆転のロングオフショアレース＞

レースの日程上第2レースのショ

ートオフショアが無くなり，第4レ

ースのロンク．オフショアがショート

オフショアのコースで､行われた｡我々

の考えていた事はただひとつ。優勝

の可能性はほぼ無くなったが，我々

の力をせめて示すとしたら，このロ

ングオフショアしか無いと言うこと

だった。この思いは誰も口にする事

は無かったが，皆同じて鹸あったと思

う。江の島往復を無難にこなし（だ

いたい後ろに2～3艇しかいない）

微風の中を伊豆へ向かった。夜の強

風から順風の上りて､､は良くがんばっ

た。神子元～大島間はトランスポー

ト区間と当初は思っていたのだが，

デッドランのため作戦変更大島の

逆ブランケットを避け，思いっ切り

表彰式での初鹿野オーナー

右よりのコースをGPSでプロット

しながらワンジャイブて函決め，何と

竜王では“ミワ”“オリヒメ”を視界

内に捕らえるまで追い着いてしまっ

た。大島～三崎間は大島を離す作戦

が“ニンジャ”を"TAKEONE"と

間違えて同時ジャイブしてしまい，

大島の北で少しタイムロスしてしま

った。その後片上りのレグの間に，

続々と先行艇の状況がVHFで入っ

て来る様になり，我々とさほど離一

ずに“フランカー”と“ラトルアン

ドハム，'がフィニッシュした事。そ

して現在最も修正タイムの良い“ミ

ヮ，，を抜くには，この位置から約1

時間あまりでフィニッシュすれば良

い事が分かった。城ケ島はもはや視

界内にある。しかし，既に風は艇の

最もにが手な微風域に入りつつあっ

た。我々には，今目の前にある距離

とこれからこの艇に必要な時間の予

測は全くと言っていいほどつかなか

った。我々の息の根を止めるには，

たった今風が止むだけで良かったか

らて厭ある。

結果的に風は止まず，我々は約30

分の余裕をもってこのロングオフシ



ヨアのIMSクラスを制する事が出

来た。得点が2倍のこのレースのお

かげで，我々はピリからいっきに3

位まで浮上し，しかも上位2艇との

差は僅かなものであった。

〈不屈のオリンピックコース＞

我々は細かく得点を計算して，あ

と何点取れば優勝できるかと言う様

な事は考えなかった。残った2レー

スは，オリンピックコースであり，

しかも充分な微風が予測されたから

てある。第3レースオリンピックコ

ーススタート。我々は前回のオリン

ピックとオフショアレースの経験か

～

13

ら，微風の時はおもい切ったルーズ

トリムとし，また，コース読みに関

しては私の決定に対してはその場で

絶対に反対しない事を言い含めた。

結果第1マークではほぼピリの良い

位置。サイドマークでは潮と無風で

他艇に追い着いたものの,サイド～下

の超微風のジャイヒずングマッチで離

され，下マークではまた，ほとんど

ピリで回航する。その後潮を読み即

タック。ほとんど無風の中で大逆転

する。フィニッシュはIMSの中位

て線，さほど離されずに入る。コース

短縮でハンディキャップ｡が少ないと

0F応"砿［

は言え，我々はまたこのレースを制

し，トータルでトップ。におどり出た。

最終日は無風と潮のため,B,Cク

ラスIMSクラスがノーレースとな

り，自動的に我々の倒勝が決まった。

JAPAN-CUPで始めて採用され

たIMSクラス。我々の敵は常にあ

の速そうに見える他艇て､は無く,我々

自身の艇とタイムリミットであった。

ともあれ“クリフ。トン”は先の関東

選手権にひき続き,JAPAN-CUPで

もIMSクラスに連勝する事が出来

た。これを契機にう。ロタ、クションヨ

ットがもっと多数IMSクラスに出

場されん事を希望します。
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IMSへ転身して本レースに挑戦
”織姫”鈴木淳一

に変更。

5．冷蔵庫ボルト固定。

6．個人荷物収納庫。

7．ハンギングロッカーフォクス

ル右舷ロッカーを改造。

8．燃料タンク増設，配管。

9．床板フオクスルまて延長。

前田氏よりブームを35cm延長。

以上の箇所の変更点とスケッチを

持って山下ポートサービスへうかが

い，見積りと工事をお願いしましカー

今回の「織姫」の改造は，艇体，

キール，ラーダーなどの基本形状は

一切変更せずしギュレーションを満

足させるために内装のみとし，一部

ブームの変更を加えただけにしまし

た。上記変更リス|､の『|'で一番の改

造は，ヘッドの部分と思われました

が，ガータ構造が幸いしトイレドア

（合板）を設置することにより，解

消されました。

レーテイングて鹸は|同lサイズの最新

IMSポートの｢TAYOR40ミワ」

とG.P.Hで3秒,オリンピックコー

スの風速レンジ12kt以上て､スクラッ

チとなり，このレーティングは今I111

のJAPANCUPにおいて,船齢の差

によるハンディを感じさせず,In戸

Sへ移行した最大のメリットを満た

す結果になったと思っています。

また，このレーティングは今後さ

まざまな風速，および海面のなかで、

レーテインク翻証書が示すポートスピ

ードを目指ことで，さらに改造点や

方向性を示唆してくれるものだと思

います。

最後に,今回のJAPANCUPに

参加できたは，短期間に改造プラン

をだしてくださった沢地氏，前田氏，

非常に無理な日程での工事を快くひ

きうけてくださった山下ポートサー

ヒ守スのみなさん，計測をしていただ

いたIMS計測委員のみなさん。こ

の場をかりてお礼申し上げます。

89年JAPANCUP終了後IMS

レーティンク、に興味を感じていた古

川オーナーは，私に「綱臣」の改造

う｡ランを考えるように言われました。

「緒賊臣｣は，84年5月,G・FRERS

設計41f喝マストヘッドリク、,ガータ

ー構造のIORレーサーとして進水，

初陣のパンナムクリッパーカッフ。を

へて，国内の各レースに参戦。しか

し，急変する船型，構造，リグは同

クラスのポートといえ，同じ土俵で

戦うには差が生じてきて，レース参

加のターケットをインショアレース

から,船体の構造(クルーの性質？）上，

サバイバル性の強い日本海レース，

グアムレース等のロングオフショア

レースヘと移行していたときて，した。

IMSレーティングは，その性質

力噺旧のポートに関係なく，船体の

全計測から推定されるポートスピー

ドにより決定されるところに魅力を

感じていました。当時，諸外|卦にお

いて普及の兆しをみせていましたが，

日本で､は，まだ参考とするポートや

レースが存在せず，また,IMSレ

ギュレーションには居住|生に関する

一定のスタンダードと艤装について

の条件があり，この条件をクリアー

するには,IORポートの改造に多

大な費用と時間が必要なのではない

か？，等の不安がありました。

しかし，今年に入り数多くの1M

Sポートが進水し，身近に内装や，

走りを見ていくにつれ「鋤臣」の現

状の内装に若干の改造を加えること

により,IMSレギュレーションは

合格するのではないかと思われてき

ました。なぜなら，ストリップ･アウ

|､されたIMSレーサーの内装は，

IORポートに非常に近い状態であ

ったからて、す。

ただし，素人の私たちが他のIM

Sポートと比較して大丈夫と思って

いても，本当にOKなのか？。そこ

で，オーナーの意向もありデザイナ

ーの沢地氏に改造プランを依頼する

ことにし，また，艤装に関しては数

年来「鋤臣」のセールメイキングを

していただいている，ドイルセール

の前田氏にお願いしました。

沢地氏には，ミニマムの改造でレ

ギュレーション(NORC規則）が

満足するように，また設計図より予

想レーテインク令をシュミレーション

して頂くようお願いしました。

ここに，「織姫｣がIMSレギュレ

ーションを満足するために改造した

箇所をリストアップ。してみます。

1．ヘッドバルクヘッド．ドア取

り付け洗面台取り付け，配管。

2．バースサイズ，材質，クッショ

ンの変更

3．テーブルの延長。

4．ギャレイス|､一ブ3バーナー

Ｉ
Ｏ
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ら
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に
変
身
し
た
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″

ｊ
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／
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ｊ
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必
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■母
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Myim"SS肋而孤
熱議溌蹴響；露

PANCUP'91
M)-impressioI'injal)ancupseriesoll991.

Firstofalllwouldliketoexpressmygratitudeto

Asakawa-san，owneroftheyacht.@HalfTime'',who

invitedmeandtwoothermembersofmyclubto

enterJapancupoffshoreseriesofl991

Formeitwasthesecondtimetoenterthisexciting

event,thefirsttimeitwasl989andweracedthat

year,Iwouldsay,unsatisfactory,andlsincerelyhoped

thatwewouldbeabletodobetterthisyear.

InsteadoftwoRussians,asitwasinl989,threeof
》］

us,asitwasinl989,threeofusadded!@HalfTime

~rew,thatwasNatsvineDmitry,23yearsoldpromi-

4lentyoungskipperoIDugPetersondesignQuarter

Tonnerer.

LastsummerNatsvinewonmatchracesamongten

bestskippersofVladivostok,thereIorewewere

definitethisyoungmenwillbehelpful.

Theactualoverallresultwerenotsogood・Wewere

forthinclassC,butwedidverygoodontriangle

course,Inthefirstraceweweresecondontheline

andtookthirdplace.lnlastracewewereleading[he

raceinthelasttackbutdeadcalmworkedagainstus

andwefinishedonlythethird・thereasonisthat

"HalITimeisquiteoldboatandsubstantiallyheavier

others,like3/4Far｢designboatandwecannot

comDletesuccGssfullywiththeseboatswhenthereis

nowind.

WelostshortoIIshoreraceinspiteofverygoodfirst

legasweroundedthefirstandthesecondmarks

fkeading&&C''class・Butthisistheraceandonlyquitea
.ewpeoplewinandtherathermoreloose.

ButneitherweRussians,norJapanesepartofour

jointcrewfeelourselvesastheloosers,becausein

normalweatherconditions.Wealwayswereinthe

leadinggroupandcompetedsuccessfullywiththe

winnersofthecup.

AIsolwouldliketosaythatonlytwotriangleand

oneoffshoreinsufficienttomakeproperevaluationof

theskill,styleandexpierenceofparticipantstoaward

suchaprizeas'@JapanCup'lWeatherconditionsand

thetyphoonmaybeverygoodexcusetoraCing

committeethisyear.Butforthefuturetheprogramm

Iortheseriestobeworkedoutinsuchamanner.

Thatatlastfouroutfiveracestobecomplished.

lappreciateracecommittee.decisiontocancel

triangleraceNo.3.Thisdecisionwasreallyfairto

thoseweatherconditions,whenthereisnowindan(1

strongcurrentpushingtheyachtsdown,yachtsfI･om

precedingclassstillonthestartingline,convertingthe

remainingsofthewind,thechancestossstartinfour

minuteslimitarever)'slirn

FromallotherDointsofviewtheserieswerevery

wellorganisedandlappreciateverymuch.Theeffort

左が著者

racingcommitteeNORCdirectors,whodonevery

goodjobforallyachtmeninthisseriestohave

beautifulunforgetableminutesofwinningand

dramaticaltimeofloosing.Thankstoallyachtmen

withwhomwecompeteaswegotaverygood
l l 「1011

experlenceandexchangeo1sKlll.

PAVELLVASILCHENKO,skipperof@lVETER"vice

commodoreofsaillingfederationofPrimorskregion

ofUSSR.

◇ －◇◇◇◇

我々ロシア人3名を招待してくれた，ハーフタイムの

オーナー朝河さんに感謝します。

私にとってこのレースに参加するのは'89年に続き，2

度目になります。スキッパーのロシア人Natsvineはウラ

ジオストックて．も優秀なスキッパーです。

意気込んて､臨んだものの，ハーフタイムはCクラスで、

4位と残念な結果となりました。ハーフタイムは古く重

い船のため,I｣llに弱いせいもあると,W,います。

今回のシリーズの運営等については何点かの不都合な

部分はあったものの，その他の面で､は大変良く企画され

たシリーズて､､した。

NORCの関係者各位に感謝すると同時に，私達と共

に戦ったヨットマンに対して，感謝いたします。

ベーチェル艇長パベルワシリチェンコ
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Interviewstoi

COMMONOPINION

-Wellorganized

-TerrifichosDitalitv
△ ご

-Unfortunateweatherconditions

-Shouldbeheldatadifferenttimeolyear

-Needmorewind

-Needmoreolympictriangleracing

SPECIFICCOMMENTS

-Thetideswerevariableandthereweremanywind

shiftsmakingfaireracingdifficult.

-Themarinawasagainblockedbythefishermen

preventingboatsandcrewsfrompractising.

-Thelaydaysshouldhavebeenusedforracing.

reignSailors.
Internationaltelephonesintheareaoratleastatthe

yachtclub.

Cheaperfaxfacilities.AnumberofthefOreign

competitorshadbussinessesintheirowncountry

whichtheywereconcernedaboutmoregirls.

Overallitwasagoodseriesitwasjustspoiledby

unfortunateweatherconditionsandthefactthatthere

wasnowind.Thefood,thehospitalityandtheorganiz-

ationwasfantastic.

(Note:NorewritingbytheEditor.)

Foreign

Japanesepeoplearemostfriendlyeversailedwith

ItwasapleasuretosailinJapan.

Japanesepeoplealwayswen[outoftheirwaytohelp

yOu・

Overallitwasagoodseries,butunfortunateweather

conditionspreven(edusI'omSallingasmuchaswe

wouldhaveliked.Themarinawasagainblockedb)'

thefishingboats,p'･even[ingboatsandcrewsIrom

practising.ltisimportantthatthecrewsbegiventhe

opportunitytopractisebecauseformanyitwasthe

firsttimethattheyhadworkedtogetherasateam.

Thelaydaysshouldhavebeenusedforracing.

Wheretheracecourse/areawassethadconfusing

andvariabletidalandwindconditions.Thismadefair

racingdifficultbecauseitdidn'tshowsomuchskillas

luCk･Iftheraceareahadbeenset4or5milesNorth-

westitwouldhavebeenmoresensible.(Andalthough

thisareaisdeep,sinkerscouldbeusedperhaps).

Sajimaisalsoshifty

Iftheeventwasshorteritwouldencouragemore

peopletosail.

ShoteroffshoreracemoreOlympicTrianglesbutina

shortertimeframe.Perhapsatimelimitforeach

leach(2･5Knots)

EnjoyedthecasualBBQpartiesMoreActivitieslike

thistoallowinteractionbetweenthecrewscouldhave

beenorganized.Especiallywhilewaitingforthe
typhoontopass.

Forexample,quiteafewteamswenttenpinbowling

oneda)',andtheownersplayedeachother.Wehada

goodtimeandgotoknoweachother.

MoreEnglishinlormationifpossibleespeclallyfrom

theskipperstotheforeigncrewmembers.

IWame

Listofsailorsinterviewed

BoatNationality
へ

StephenGrillon

FarleyFowteuot

GrantCrowle

BrianPetersen

RickMcArdle

、イ ヘ

人･lurrayごpence

BoHause

SourienkoAndrev

NatsuineDimitry

I,'asilchenkoPavel

PeterVelds

AlanGwyer

BouweBekking

EdBaird

RobbieHaVes
該

AndrewMcCall

MichaelMcAullav

GeoffBishop

JvanVillarreal

DSmith

SimonJennings

HughTreharne

WardNeale

WillOxlev
ゴ

GeoffStagg

ChrisLinks

'rimDengate

RichardDeppe

JohnShultz

ConanHunt

戸｢｢T

LyeoIILaws

PeterMersenger

Donky6

CorumJ

Flanker

Advantage

Star&Star

Krypton

Cha-ChaI

HalfTime

HalfTime

HalfTime

Star&Star

BlueNote

Cha-Chan

Karasu

Karasu

Steadfast

Propaganda

Advantage

I'mSorry

I'mSorry

Rattle&Hum

Seikaiha

KryptOn

Seikaiha

Cha-Chan

Flanker

WillJ

WillJ

Rattle&Hum

Rattle&Hum

Rattle&Hum

Seikaiha

USA

USA

Australia

NewZealand

Aust'･alia

Australia

Denmark

USSR

USSR

USSR

Holland

NewZealand

Holland

USA

USA

NewZealand

へ
Australia

Australia

France

USA

Zimbabwe

Australia

NewZealand

Australia

NewZealand

AuStralia

England

England

NewZealand

NewZealand

NewZealand

Australia
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HanesCupCHAMPIONSHIP総合成績
レース委員長上羽正男

第1レース

順位得点

第2レース

順位得点

第4レース

順位得点

第5レース

順位得点

総合

順位

Ｌｌ
Ⅱ
Ｊ
●

ｎ
Ａ
Ｏ；
ク
ラ
ス

第6レース

順位得点
艇名 艇種 総得点

SUEKO BEN.415 DNFl.500DNC0.000 DNC0.000 ０
０
０
０
０
０
■
◆

Ｏ
０
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
０

DNC0.000
no弓弓

ムO／／ 1．500 Qワ
ヒ〃とｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｔ
斗
一
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

－

MAYUMI SWAN-39 DNC0.000DNC0.000DNC0.000 DNC0.0004263 0．000
00

00

SUPEREROS B･FIRS･E2833 727.000 346．500 132．5001824.000 1618.000 1717.000 9

IBIZA JEAN-36.5 740．500 159．625 4q7Qワ
EJJJ台 149．875 133．250 1816．000 1420.000

あうん FIR-35S5 642．000 136.000i29．000〕947 2218．000 727．000 142().()00 8

X-3/4 21FRONTRUNNER 1528．500 1024．000 1915．000 1222．000 }(）1．500 91．0001195

YAM-34S 1915.000 937．500 124．500 12CENTENARIO4502 2021．000 925．000826．000

YAM-31S 10SEABLUESV 133．250 1922．500 128．2502119．5()(） 1222.()00 331．0001513

YAM-31S 133．250 149．875 174，125 ２ADRIAN 1430．000 529．000 232．0001105

102.50(） Iヴ
lイYAM-31S ０

０
０
０
０
０
８
７

２６
７２

1233．0()(）FireBirdl 2316．5()0 2212．000 2113．0003556

YAM-26CSS 297．500 35．500 30MIYAKO 289.000 268.000 304．0002914

|n 248．0()(） 151．500YAM-R3011 1222．000 1519.000NoahExpress 1134．500 628.()00 hl()80

543.500 166．500YAM-R3011 925．000STRAWBERRY 1123．000445.000 430．000Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
‐
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

《

2847

PMS1.0()0 122.000 13YAM-R3011 1430．0001123．000 j29.()00RESERVE 839．()()(）1259

310.000 79.000 24YAM-30SII 1618．0001627.()00 2113．000 1321．000ALFU4078

1036.000 98．000 19DNFl.()0() 1816．000YAM-30SII 2212．000無限 1233．0()(）4223

152513.500 114.0001123．000YAM-30SII 2014．000 826.000DAICHIII 937．50(）4492

154．00(） ５1627．000232．000YAM-30SII 628．000l(）36.000 331．000AGNES3918

1898．500727.000 2415，000YAM-28S 2014．00(）1922．500 142().000MissCIoverll‘1582

20826.000 1824.000 94．500DNFl.000YAM-28S 1618.0001725．500HYSTERICKIDS4022

PMSl.000 145．000 80．500 ワQ
臼忙』YAM-28S 2410.000ALLHANDSIII 2513．500 2311.()003017

28DNFl.000 259.000 2612．000 45.000YAM-28S 2415．000 268.000HIGOBASHILADIES434］

262316.500 65．000286．000PION-9 277．000925．000PAVO 2710．50(）1()15

1528.500 114.000 152311.000YAM-25MLS 1519．000740．500 1915.0004476 Swift

31．500 3］289．000268.000YAM-25ML 277．000 ］13．000114．50(）Premiere604

ワ'7
些『PMSl.000 2218.000 59.000YAM-2311 2311．0002612．000 1717．000MICHIKO3971

1725．500 66．500 25YAM-26SC 2410．000286．000SUPERSPIRIT 1519.()00306.000)583

83．500 222021.0002113．000YAM-26S 1331．500 259．000 259．000MissCIover318

2845．0002710．5002212．000YAM-26CEX 2410．000 295．000297．500SOLLENANDES1426

’
１179．000130．000 839，000TAK-l/8 232．000248．000 430，000DOOBIE4155

｜
Ⅲ1331.500 117.000PMSl.000 1024.000TAK-1/8 1717.000AKVAVIT 543．5003300

127．50(） 112119．5001321．000KAN.23 1024．000FUZZI 642．000 1321．000)652

Ⅳ'39501 142.0002014.000 1134．500IAK-1/8 1816.000 331．000POISSONROUGE 346．5003950
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きたる1992年は沖縄復帰20周年にあたる記念すべき年

である。'92年度沖縄レースの準備も実行委員会を中心に

着々と進められている。

今号で､は,過去九|Ⅲlの沖縄レースの記録をまとめてみ

た。

沖縄東京し
二
呂＝

回己 録
一
一
一

回数・年

スタート日時

レース委員長

参加

艇数

（完走）

☆1st…”･“,ファーストホーム艇〈所要時間〉

☆総合順位：艇名（着順／クラス順位）

DNF:艇名

第1回

1972．4．29

10:00

大儀見蓋

☆1st;Chitam<108h:32m:17s>

☆総合①位Chitam(1着/l･I①);②位SunBirdI(3着/Ⅲ①);③位Rena(9着/Ⅳ①);4位

ContessaI(7/Ⅲ②):5位Albireo(10/W2);6位Roshinantem(2/I-I2);7位都鳥(4/m3);

8位FujiI(5/m4);9位潮路(11/W3);10位寅丸(8/m5);11位Thetis(6/I-I3);DNFArtemis

12艇

(l1)

第2回

1974．4．28

12:00

清水栄太郎

☆1st;SunBirdn<123h:28m:29s>

☆総合①位SunBirdI(1着/I-m①);②位FujiI(2着/I-m②);③位Toshim(3着/W-VO;④位

JuneBrideI(5/W-V@);5位Vega(7/W-V@);6位潮路(9/N-V4);7位HolidayI(8/W-V5);

8位Rena(4/I-Ⅲ③);9位熊野Ⅱ(11/W-V6);10位Stayerm(12/W-V7);11位わだつふ

(10/1-m4);12位VagoI(6/I-m5);13位EpicureanI(14/W-V8);14位月光Ⅲ(13/W-V9)

;15位Migrator(15/I-m6)DNFThetisI;Tern-Ternn

17艇

(15）

へ

第3回

1976．4．29

10:00

清水栄太郎

☆1st;SunBirdV<5d:06h:49m:46s>

☆総合①位MagicianI(3着/Ⅲ①);②位八丈Ⅲ(4着/i~-vO;③位ContessaVI(2着/IO;4位

SunBirdV(1/12);5位風来坊(5/m2);6位VolansI(6/W-V@);7位SASHIBA(7/W-V3);8位

MimiI(8/Ⅳ－V4);DNFMiyakodorim;Vindfempe-Del;ToshiV;又鵬;GreenPower

☆1st;月光V<l46h:24m:25S>

☆総合①位SindbadI(4着/Ⅳ①);②位美濃(2着/Ⅲ①);③位ChihiroV(5着/Ⅲ②);4位月光V

(1/Ⅱ①);5位TOGOY(7/Ⅲ③):6位熊野Ⅲ(3/12);7位祥鳳(10/Ⅳ②);8位青海波(12/

Ⅳ③）；9位Cranem(13/W4):10位Azusa(15/VQ));11位Fujim(6/I(D);12位ConcordV(11/m4)

;13位VegaV(14/W5);14位AlbireoU(9/I3);15位ContessaW(8/I2);16位Stayer(16/W6);

17位SeeAdlerm(18/W7);18位SurugaI(17/m5);l9位TIDA(19/V2);20位SASHIBA(20/V3)

DNFVindFempe-Del;朝烏;Redlmpulse;桃太郎;Zephyr;NachiVI;慎記郎

☆1st;SunBirdV<5d:09h:49m:15s>

☆総合①位SindbadI(10着/Ⅳ①);②位ParaphrenianVI(9着/Ⅳ②);③位TIDA(12着/Ⅳ③);4位

KAZU(8/Ⅲ①);5位Marge(7/Ⅲ②);6位TOGOvI(2/Ⅱ①);7位慎記郎(13/W4);8位Vivace

(17/VO;9位ChisatoV(14/W5);10位BigPal(6/U@);11位Schunauzer(15/W6);12位風来坊

(4/13);13位ContessaW(5/IO;14位つばくろ(20/V2);15位SunBirdV(1/I@);16位竜馬

(18/W7);17位RodemVI(3/I3);18位Fujim(11/14);19位SASHIBA(16/m3);20位NACHIW

(19/m4);DNFRocinante

☆1st;Epicurean<4d:21h:49m:04s>

☆総合①位SummerBoy(2着/Ⅲ①);②位Epicurean(1着/Ⅲ②);③位Gamera(12着/W-VO;4位

CavokI(9/W-V@);5位Tsubakuro(7/Ⅲ③);6位Sindbadm(5/m4);7位ChiSatoV(10/W-V@)

；8位TIDA(11/W-V4);9位*!SASHIBA(8/m5):10位*20hmizunagidori(6/W-V5);11位白南風Ⅲ

(3/I-I①);12位RodemW(4/1-I②);13位MoranBong(16/W-V6);14位Cranem(17/W-V7)

;15位MarieV(15/m6);16位NachiW(13/I-I③);17位Fujim(14/1-14);DNFVIND7

13艇

（8）

第4回

1978．4．29

10:00

武市俊

27艇

(20）

第5回

1980．4．29

12:00

周東英卿

21艇

(20）

へ

第6回

1982.4.29．18艇

1l:00(17)

大儀見薫

(騨壁鴬 ）
第7回

1984．4．30

12:00

篠原要

13艇
／ハ､

〔、ノ

utamaMaru(3着/Ⅲ①）；

第8回朋年

4月29日12:0O

渡辺修治

9艇

／n、

Ldノ

第9回'88年

4月29日12:00

城間祥行

フ牙ニッ､ﾝ二地点は父島の二見港となる）

4艇

(3）

第10回'帥年 4艇のエントリー艇中3艇が中止、'lNACHI''のみ､沖縄へ回航したが、レース不成立となる。
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玄海支部片倉静江

台風が福岡を直撃したのは10年ぶ

りでした。17号の接近て､『大原杯』

スター|､の9月15日（日）にぶつかる

と嫌だなあと一喜一憂しながら台風

情報を見ていましたが、幸いにも13

日の夜から14日の明け方にかけ、あ

っと言う間に通過しました。

滅多に台風の直撃をうけないラッキ

ーな町，その名も福岡なのでまさか

と思っていた人も多かった様で，ジ

ー.ファーラーが開いて破れたのが4

腱L･ンがはずれたのて叡しようかデ

ィスマストした珍しい事故がl艇，

ポンッーンの損傷もひどかったです

ね。ロープ。でもやっているピッ|､そ

のものがポンツーンからすつぼぬけ

たのが5ケ所もありました。陸置き

のディンギーも横倒し，転覆やその

他かなりの被害がでたようでした。

さて1983年からスタートしたこの

レース，荒れる『大原杯レース」とい

われるに相応しい（1）気象条件で､し

た｡台風の吹き返しのお裾分けの中，

北東のいい風を受けて平均8～9ノ

ット（ハーフトンで瞬間12ノッ|､）

で快走しました。いつもなら潮がど

うのこうのと騒ぐいわくつきのコー

ヘなのですが，保安庁水路部から戴

いた海流状況表が不要になった位台

風のお陰様で，トップ。艇“麻理絵”

(V&041)は1l時間て､フィニッシュ

です。あの玄界灘侍有葱チョッピー

な波でなければ，もっと早く戻れた

かもしれません。なにせ不規則に襲です。博多湾内で開催されるオリン

ってくる予測できない気粉れの大波ピックコースも仕方なしに出場して

に、ハーフトンクラスはもみくちやいますが，佐賀県への国道を走る車

で､した｡｢壱岐の南から北へむかう時の列をみながら，ポードセイリング

のあの波はハワイと同じて鹸すよ」とやモーターポー|､の連'-|1に気をつか

あとで言われましたが，そのレグがい乍ら，ゴミ焼却場の煙突の煙をみ

一番辛い泣きたい様なレグでした。ながらのレースでは海のロマンには

15日の午前10時にスタートし，最程遠<,かえってストレスが残りそ

終艇も同ll午後11時55分55秒にブイうです。肩も背中もバリバリ音がし

ニッシュしました。ジブやスピンをそうな位やられているのに，外洋を

破った艇，かなりひどいブローチン走った後の、あのなににも例えよう

グをくらった艇もいたようですが，いがない爽快感，充実感こそ外洋レー

つも玄界灘で遊ばせて貰っている会スの醍醐味でしょうね。

貝達ですから自分の庭みたいなもの

9月15日10時0分0秒スタート壱岐一周（時計回り）

一
着
順
－
３

蓋時刻

時分秒

所要時間

時間分秒

修正時間

時間分秒膿｜艇 名 TCF セールNC

213657 113657 8395１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
扣
一
Ⅲ

ステラ 0.7448 3685

レディK 3058 214737 114737 839360．7343 ４
’
１麻理絵 11633 84460．7863 3150 21633

リベルラ●エキスフ○し ２3695 212558 112558 916360．8114

メディキャスター 224630 124630 92518 50．7375 4531

GB 3206
n句旬F1

乙｡｡｡」 13351 937140．7364 6

キャピテーヌ 232456 132456 950150.7333 ;120 H

アスバトロス 133849 95749 刑
－
９

0.7301 4284 233849

233714 133714 1006カラコルム 0．7343 2647

スーパーマリオ ７4650 231552 131552 1042490．8077

12263 11ポーカス･パルパー 0．8925 235555
1，1ー｢ーr一Jー

ldODOD

新事務局員紹介
風祭徳行昭和35年6月'5日

生れ立教大学出身

「昨年の|｜月よりNORC事

務局にお世話になっており，

現在計測委員会の元で勉強中

です。がんばってゆきたいと

思いますので，どうぞよろし

くお願いします。

夏目正人昭和35年｜月6日

生れ神奈川県横浜市出身

「今年度より事務局で計測を

担当しています。只今，りっ

ぱなヨットマンとなるため修

行中であります。もし海でお

会いしたら，よろしくお願い

します」

）

■ …凸



220F応H砿【

鍵脊・警’”‘‘.‘‘:､‘謝篭,寺‘‘，藻;“蕊

NORC保険デスクより ｌ
■

｜

■ 保険で支払えるもの，支払えないもの

事故による愛艇のダメージの緬斉

的補填が，すべて保険でカバーで､き

ればよいのですが、保険て補償され

ないものがあります。

ヨット保険ではヨシ|､特約条項の

'|!で，保険金を支払わない批害を次

のとおり明記しています。

(1)セール（メインセール，ジブセ

ール，ゼノァジブ，スピンオ､－カ

ーおよびストームジブなどすべて

のセールをいいます｡）に生じた損

害。ただし、保険証券記載の船舶

が全損（普通約款船体条項第8条

第1号に定める全損をいいます。

以下同様とします｡）となった場合

はこのかぎりではありません。

(2)う。ロペラ，シャフト，ギヤユニ

ッ|､，ケースなどドライブユニッ

ト（船外機についてはロワーユニ

ット）に生じた損害。ただし，保

険証券記載の船舶が全損となった

場合はこのかぎりて､はありません。

(3)エンジン焼付によりエンジン自

体に生じた損害。

保険で補償されないケースをいく

つかご説明して、ご理解いただけれ

ばと思います。

A帆走中のセール破損

セールは種類に関係なくすべての

セールに生じた損害について，保険

金が支払われません。ただし、艇が

全損と葱った場合は，セール類が時

価として船体部分保険金額に合算さ

れていますので，セール類の保険金

も支払われることになります。

B帆走中のフォアフォイル曲損と

スピンセール破損

同一事故て､､も保険金が支払われる

損害と保険金が支払われない損害に

区別されます。

フォアフォイル修理費用は保険金

が支払われますが，前述Aのケース

と同様に，スピンセール交換費用は

保険金で支払われません。

フォアフォイル修理費用としては

部品代十工賃十回航費の合計が損害

額として認定され，保険金はl事故

自己負担額10万l'lを差し引いて支払

われることになります。

C帆走中の他物接触によるプロペ

ラシャフト，船底損傷後浸水

ドライブユニットの損害は保険金

が支払われないため，フ･ロペラシャ

フトに関する工事は船主工事となり

ます。

船主工事の主要修繕項目としては

シャフト修正・シャフト取付取外工

賃・フ･ロペラ新替部品とその工賃・

プロペラ取付朧上下架費用等です。

保険工事としてはﾗグｰ取外点検・

船底ブラケット取付部修理・ハリヤ

ード交換・船内丸洗清掃・メーター

配線新替・バウパルピット交換・ス

タンシヨン交換・上下架料･l''l航費

等です。

う。ロペラの損害といっても，う。ロ

ペラ新替部品代だけでなく、その工

賃及び取付時の上下架費用も合算さ

れますのて､､，ご了解ください。

1991.2.1現ハNORC既定代理店一覧

樹称･全員名〒住所TEL･FAX

㈱ｲi川保険107束京都港ⅨT：03-3586-6297
,1端所赤坂3-1-2

イf川外AIU赤坂ビルF:03-3584-6203

ｲI)ｵﾌｨｽ231横浜;1iIllIﾒ：T:045-212-0309
・マリン南仲j血4-49-2

妾．､階堂降隔久ピﾙ4FF:045-2]2-0319

限岸198荷梅l1i新町T言0428-31-5894
イリR全aⅨf文rf痔R1食

107束求祁港区

赤坂3-1-2

AIU赤坂ビル

㈱ｲi川保険

’1$研所

イf川外

〕l横浜;1i1llIﾒ：

南仲j血4-49-2

隔久ビル4F

(ｲI)オフィス

・マリ．

妾.､階堂降

。
ｒゞ
〃
Ｉ

芳
情
ｆ
ｆ

ｆ
Ｐ
Ｊ
イ
ー

ー

町
子
今
巽

４
９
Ｊ
Ｒ
Ｐ
町
Ｆ
Ｔ

ｊ
巡
保
柵

札 198荷梅l1i新町
848

新町台ﾏﾝﾝｮﾝl()7

l()7束)i蝋|(港Iメー

，除坂3-1-2

AIU赤坂ビル

"I、:03-3586-4411

,F：03.-3583-2696

T:03-3583-078弾一

F：03-3584-6296

T：O45-584-6650

F:（)45-584-6656

’r：{}6-911-2()】7

F：06－911－1649

丁:0542-81-3928

F：0542-83-1316

T：03-3405-8269

㈱

ビーフ、イエー

秋i脳Iルt犬

107束京都港Ⅸ
赤坂3-1-2

AIU赤坂ビル

ｲｶT・A

代剛店

滴jrl点樹

230横浜I1j郎兇区

1，末I1jI-8-14

岡.左上ずル202

fl1タケウチ
エーシ途シシ

竹.|ﾒ､1域

538大鞭I1j鎚兇Ⅸ

浜2－447

筏i凶l州'$lf

保険サービズ

筏|笛l耕‘If

５

１
５

●
ｆ
心
Ｊ

仙締？】？》４保砿の

カトー

加捧紫雄

T・I・C

iIlII’斎拠

l(16恥繩li港Ⅸ

I禰汁lll3-8-l4
パークI1i･'11

T：0569-28-2340475，脚IIIIj岻崎

6－80－1‘I

KAT(.）

加弗繁雄

733広脇!'i州X

l弓尺拙町3-19

T：082-293-()86(）

F：O82-23l-523I

T：0569-幻-5051

F:O569-27-6581

T:05996-6-0933

F;05996-6-()341

T:082-244-538(1

F:082-244-5381

T:0864-72-767'=

F：0864-72-4071

T：O775-29-2277

F:0775-29-0003

111サ|､一

慨徳蛾111

鈴木総合

保険'1i傍所

鈴木幹夫

１
１
日
－
１
８
１
０

▲
１
■
Ⅱ
１

１
－

マ
ー
４

１ｆ
酔
恥
叫

声
４
Ｊ

４
母
，

il6-01三1F.雌

度会郡＃j坊町
船越3113

㈱ファミリー

旅け;11
．i11噸

以上のとおり，保険金を支払わな

し､損害について損害部位による説明

を致しましたが、事故発生に際して

保険補償されるか否かの判定は、ご

自身ではとても難しいことと思われ

ます。

事故による損害のすべての補償が

できるとは言えませんが，事故発生

時にはできるだけ早くご報告をおね

がい致します。

なおご不明な点はお問合わせくだ

さい。

問合せ先:NORC保険デスク宛

フリーダイヤル:0120-024410

〈お知らせ＞

NORC認定会員代理店の住斯訂正

をお知らせします。

㈲サトー・会員代理店の正しい住所

は次のとおりです｡ご訂正ください。

〒733広島市西区上天満町3－19

730リム島｢fjIl]区

蔑i冒兇田1.2-9-103

知久

保険,j#椿所
知久良広

711禽敷Ilj児Ab

稗ii1町67

(棚片111

保険'1F帯斯

）'1.111彰造

520大iI1IIi比椒'14

1－14－8

エーシェンン・

サワタ

深II1順一

I1体窓'1NORC保険デスク
東卵〔都T･代田iX神田錦岡j,1－9尺理ビル
東Ifi興朧株式会社來頗・財業所内
狐､'1：有光11封．､憂足光
TEL:0120-024410FAX:03-329】-2289
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ナスカ・ネットはダイヤルQ2を利用して毎時の風向風速、関東水域のコンディションや天気予報なと

気象･海象を中心としたマリン'|青報を電話、ファックス、パソコン通信て~サービスしています。

ダイヤルQ2を禾lj用できない地域の方て．も、会員になればアクセスて．きます。

11月から、新メニューとして、関西と中部の風情報及びスキー情報を開始し、さらにFAXサービス

に誰でも利用できる一般情報ボックスを設けました。風の推移図、マリンスポーツ現地情報、スキーケ

レンデ情報などを取り出せます。

◇テレホンサービス(情報料金30円/分）

①情報案内サービスの操作(サービス番号：6二）

|a0990-301-177+6#今お好きな情報番号｜
<iiなマリン情服器り>(2ヰメニュー'篭|ﾉ､l)

10#関東沿岸・ウインドインフ‘オメーシヨン(征時）

11#'1'部沿岸・ウインドインフォメーション

12＃関西沿岸・ウインドインフォメーション

へ1打西東海沿岸ﾉk柵,lilj報
1碑黒潮情報

50#ケレンデコンテ､イシヨンinT･"･火ﾙ(、51##三illi･illl

lfj、52#伊豆･iillllijl',f

55＃カメラがとらえたil:の烏・來浜のコンディション

60～65#ダイビンクゞ・コンディション(IM1束～沖繩）

70#釣り情報(関東版）

86#KAZIマリングツズj血眼情報‘;｡

100#ﾔﾏﾊ東求、f;‐＄
120#H本外洋帆走協会

132＃令日本実業|､Iポートセーリング述棚

300#スキー情報メニュー

500#|帆船サンタ・マリアの航跡

(20～29#会員制'怖#|&/火気r報台1jl'|､,'ifl&)

②掲示板サービスの聞き取り操作（サービス番号：8茸）

:aO990-301-177.8#今掲示板番号：

~'爪板番り-1＃マリン・レース述服．

訓云言板サービス(サービス番号：3＃録音、4二聞き取り）

aO990-301-177今録音3鴬／聞き取り4#

今BOX番号(1～500)今暗証番号(4桁）

(60秒のメッセージが2111川保ｲfさオLまぅ~｡）

>パソコン通信サービス(情報料20円／3分）

アクセス番号壷0990-302-177

ケス|､の方はIDをGUESTと人ﾉjしてください。

<主なメニュー＞

火気IXI、|%1束の犬菰j'･報、汀のﾙb･jj'；浜のﾊﾙllのlllil像デー

タ、l11:l1..BASSER''、セーリングクラブ、ダイビングなど

◇ファクシミリ検索サービス：会員制(情報料金100円/分）

操作ﾉﾉ挫

aO990-321-177→情報番号＃→1#(確認）

［→(会員制情報の場合）→会員番号＃→暗証番号＃］

→チャイム音(15～60秒)の後、ピッポッパの音がしたら

FAXのスタートボタンを押す。

〈主なFAX情報番号>(2#メニュー案内）

［会員制情報］

10＃姑新の地|を火気|叉1

13#j'-想火気似'

14＃沿岸波浪j亀想|､xI

l5＃束海沿ii:の漁海ﾙﾋ速報及び術Il!利川沿岸i順兄速搬

17茸海洋速報

20#台臥.|1'ifM

31＃関束の犬抗j柔報及び響＃|(・ii愈報lXl

34＃束附WWi!の犬凱解説及び僻‘＃li．注意報、

35＃卜Ⅱ棋湾Wfの犬気解説及び驚報・注意報

40#関來IIIｲ!;越の.週間大気概況・』'･報

［一般情報番号］

5＃関東の風の611,f間推移lxl及び雌新分布1,j<l

6＃!'1部沿ﾊｷの肌の6時間碓脇Ixl

7#間ﾘﾘ价川&のl瓜の6時lNl碓稚|ﾇ'

50＃マリンスポーツ・現地コンディション(IMI*)

60～65#タ、イビンクゞ・コンディション(関東～沖繩）

70#釣l)､'i,'ifl((|%l*)

76＃ヨツ|､'|I'i'#i(レース弾）

86#KAZIマリンクゞシズj血販'|､,'i'lil&

100茸ヤマノ､來爪

300＃スキー.I1!j服メニュー

500掌帆船サンタ・マリアの航跡

◎会員の種類、会費

＃→1

→会員

、ピッオ

a0990

［‐

→チャ

FA》

→暗証番号

ピッポッパの音がしたら

◎

会員

特別会員

一般会員

カード会員

会 費I

入会金1万円

年会員3万円

入会金3千円

年会費6千円

1年有効3千円

3カ月1千円

サービス内容

ダイヤルQ2と加入回線でのサ

ービス利用可。

(ファックスは月5回無料）

ダイヤルQ2でのテレホン、フ

ァックスサービス利用可。

ダイヤルQ2でのテレホンサー

ビス(会員制サービス含む)利

用可

』ん

（テレホン･FAXサービスは、トーン回線のものからご利用

卜､さい。）

㈱ナスカ･ネット〒23｜横浜市中区山下町1番地ｼﾙｸｾﾝﾀー 別館
TELO45(663)3211FAX.045(663)3212
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Volumel95(Aug.&Sep.1991)

The32ndTobaPearlRace

TokaiBr・PressMichioKawachi

(page5)

The32ndTobaPearlRacestartedoff

underthesunnysummmerday.Although
thisracewasheldrightaftertherainysea-
son,theyhadagoodlOm/ssouthtosouth-
westwindforthestart.

Thewindwasquitestrongthat68boatsof
Acoursecouldnotmakeanicestarteven-

lyonthestartingline･Fewboatswereset-
tingupthespinnakerbecausethewind
camefromtherightsidedirectionbutit
seelnedquitehardforthemtosteerthe
boatsunderthestrongwind.
BigboatsoftheAcoursedashedoffafter
thestartgettingthestrongwind.Press
boatscouldnotcatchupwiththeirspeed.
Butll7boatsofBcoursegatherednicely
tomaketheevenstartandheadedstraight
totheeastsideinaflash.

Uscommitteeonthestartinglinewereleft
farbehindtheraceboatsastheydisappear-
edoutofoursightatonceastheymade
theirstarts.

Weallfeltrelievedtohearthatmostofall

boatsfinishedsafelywithoutanybigtrou-
blesinspiteofthewindwhichgoteven
strongerafterwards.

SeeyouagainnextyearatTobaPearl
Race!

MARISHITENplacedThird1-'Transpac'IOR
Class

MARISHITENKatsumiShimada

(page26and27)

Afterthe(GuamRace'weshippedourboat
fromGuamtoSanDiegoandchangedour
doat'skeelandladderboardusedin

《KenwoodCup'toasmallerandlighter
onesforthe<Transpac'.Wetooktheboat
toLongBeachaweekbeforetheraceafter
makingsomechangesontheboat.
Atthisrace,insteadofrunalumline,the
properlinewouldbetogetagoodwind
whichwecouldgetbysailingunderlO20mb
sobarofPaclfichighatmosphericpressure
whichmeanstosaildownsouthfor2-3

daysandthenheadtowardsHonolulu･But

wehadheardinadvancethattherewillnot

bemuchwindthisyearsowethoughtit
wouldbebettertotakeacourselittiebit

tothenorthsidenesrthelumline.

Wemanagedtostartoutfromtheposition
thatwehadinmindbut2-3minutesafter

thestartwehadtochangethejibtoNo.2
becausetheheavygenoa'screwPartbroke.
Butwewereluckyenoughthatwindgot
strongerafterthestartsothatwasagood
timingforthesailchange,Wehadbetter
sailingtotheupwindpoint,Catalinals.,4|-
thanthoseoftheboatswhichmlseedthe

timingforthesailchange.
Didnotneedanytackingssailingupto
Catalinals.,andfromtheresomeboats
tookthesouthernsidecourseandothers

tookthenorthernside.

FromCatalinals.,wetookthenorthern
P1

s1qecourse・

Takingtheleadamoungthiscoursegroup
wasthisyear'svictoryboatCHAIVCE.We
startedtoheaddownsouthrunningafter
thisboatandwewereabletosaildownas

totaketheleadagainsttheboatswhich
tookthesoutherncourse.Uptothispoint
withvervnicewindweseemedtohave

sailedfastercomparedtotheyearsbefore.
About3daysafterthestart,thewinddirec-
tionchangedslowlytotheeastandabout
thetimewehadourspinnakerup,thetem-
peraturewasgettinghighandsincethenwe
hadawarmsailing.Asweimagined,even
inthetradewindzone,thewindgotlighter
andhardlyanyshower.Thetradewinddidja
notgetbettertillabout2daysbeforewe've
finished.

Withoutthiswind,boatswhichtookthe

northerlycoursemadeagreatbiglead
againstthesoutherlygroupandsotheboat
whichtookthemostnorthsidecoursehad

itschanceoftakingthebestlead,Under
thisconditionwejustkeptaneyeonthe

boatspeedandsteersailingtowardswest.
WhenwegotnearHawaii,theboatsgradu-
allystartedtogatheraroundinthisarea.
Afterhavingsomejibingmatchwith
PYEWACKETwefinishedinfourthplace
afterthem.Butwiththetimecorrectionwe

becamethirdplacetoleadPYEWACKET
Weweresopleasedwithoursailingand
feltgreatbecomingThirdplaceoutof
17boatsofClassA.

Wehadgreatbigpartywhichwentonfor-
ever,asalways.Andhow''sake"tastedso

goodthisywar!



申歳の計は新春レースにあり

ヨットレースが大好きな方にも

ヨットレースがほどほどに好きな方にも

ヨットレースが初めての方にも

アフターパーティが大好きな方にも

初春にふさわしい，相衡弩新春親善レースに御期待下さい。●

本レースはNORCクルーザーレーテインク普及のために行うレースであるが，

過去のレース成績等を参考にして，当レース委員会が定める適正なるR値により

全ての参加艇に倒#もしくは入賞の機会があるように設定する。

実施要項

NORC関東支部

シーポニア・フリート，関東ミドルポートオーナーズクラフﾞ

シーポニア，シーポニアヨットクラブ

平成4年1月2日附

スタート11:00年始会15:00~

相衡弩シーポニア沖

艇長会議時に発表する。

LOA20ft以上のエンジンを搭載した外洋ヨットとする。

NORC登f剥延以外の参加も認める。

NORCクルーザレーティングを参考に，当レース委員会が

定める適正なR値を艇長会議時に発表する。

IOR,JOR,IMS取得艇も同様とする。

優勝から12位まで入賞として記念品が贈られる。

平成4年1月2日("15:00～会場シーポニア

LOA39ft未満8千円，以上1万2千円

平成3年12月14日(士）

平成3年12月19日"18:00~

会場八重洲国労会館

NORC本部TELO3-3504-1911

FAXO3-3504-1914

主催

運営

協力

開催日

１
２
３
４

海域

コース

参加資格

■
。
■

５
６
７

8．R値
●

賞

年始会

出艇料

締切

艇長会議

９
０
１
２
３

１
１
１
１

14．申込先

レース委員長シーポニア・フリートキャフ･テン蒲谷和行
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~琴謹雲菖璽

ナ琵琶湖』は琵琶湖の南部に位置し、

その水域は風が筋をつくることで有

名で､｢何が起こるかわからない琵琶

湖」とオープニングパーティで紹介

されたとおり、第1レースからハプ

ニングが続出しましたが、何と言っ

ても今大会のハイライトは第3レー

スのロングディスタンスにつきます。

｜両I航マークは琵琶湖の名勝白髭神

社の鳥居､湖中に悠然とそそり立つ

その鳥居1寸近に打たれたマークです。

紅葉の山裾近く、岸から数10メート

ルの位置に打たれたマークを回航す

るレース艇の姿はもっとも美しい、

琵琶湖らしいレースシーンて穣す。そ

うした思いを胸に、軽風の追い風の

中スタートを切った全艇は、一斉に

色とりどりのスピンを上げます。と

ころが白髭神社の鳥居が而薩忍できる

位置まで､くると、あたりの水の色は

黒く、ろしていて波が大きくなり、風

が強いことを示しています。先行艇

がスピンを下ろし、ジブに変え、し

かも大きくヒールしています。

トップQて第1マークを回った"ちび

っこギャング""HAYAMAEX-

PRESSO""AKAVIT"の各艇は西

の岸沿いのコースを選んだ艇団、ス

ピンをあげて豪快にプレーニングし

てゆきます。このころからは風はさ

らに吹きつのり、マークを回ってか

らスピンを上げた勇気のある艇はプ

レーニングするより早く激しいブロ

ーチングを繰り返し、やはりジブに

交換しています。

後でわかったことですが､マーク近

くを走る「JR湖西線」はこの時亥l1

強風のため運行停止となっていまし

た。この強風のため、ラダーを祈っ

た艇が3艇、ウインデックスを飛へ

した艇、バテンを飛ばした艇、セー

ルを破った艇がそれぞれ多数ありま

した。

特筆すべきはこの風の中、無事に

乗り切った女性スキッパーの艇が2

艇もあったことです。3位で入賞し

実行委員会

「第13回ミニトン全H本選手権』

は、10月10日から4日間の日程で琵

琶湖の「ヤマハマリーナ琵琶湖」を

ホストマリーナに開かれました。期

間中はあいにくの雨模様て､したが、

超微風から25m/secの強風までさま

ざまのコンディション力識り込まれ、

出場者にとっては大変難しく、しか

し満足のいく大会でした。

「IORクラス』では今回新たに

登場した"HAYAMAEXPRES-

SO''(フォンタナ.マレット)、“ちび

っこギャング"(ｵ､ルソン･マレック）

の2艇がこの大会をリードするもの

と期待されていました。同時にそう

した下馬評に対してここ数年ミニト

ンレーサーの主流を占めてきた

『TAKAI1/8TON｣勢もてぐす

ねひいて待ち受け、開会前から興味

のつきない大会になりました。

数年来の『ミニトン」の盛り上が

りを象徴するごとく、最終申込は『I

ORクラス』12艇、「CRクラス」18

艇、「ヤマハ23クラス｣10艇、合計40

艇､参加人員198名とこれまてて最大

の大会になりました。

ホストマリーナの「ヤマハマリー

11HAMMAEXPRESSO''と"ちびっこGANG''(左）
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た"MARIE"､赤いセールの"TAKO''値する働きでした。樽や四国の松山からの参加があり、

の両女性スキッパーは、2本の大き日本の南海上に停滞した台風の影外来艇23チーム、琵琶湖17チームと

な竜巻が巻き起こったくゃらい激しい響で晴れ間のない「第13回ミニトン文字どおりの全日本選手権として充

風の中を果敢に走りきり、敢闘賞に全日本選手権」でしたが、北海道小実した4日間でした。

第13回ミニトン全日本選手権総合成績
IORクラス レース委員長礒田康夫

鴬第2レース5．|’･第3レース"|鰯第4レース､．｜第5レース
ｸﾗｽ胴‘域､､得点鰯:|ｸﾗｽ隔鶴得点flｸﾗｽ願、,,得点"|ｸﾗｽ用鎮"得点

鴬第1し煮ス“

ｸﾗｽ胴蕊得点
患総合成績

蒸胃鳶一W箙
SAIL

NO." 艇：名
堂.._.､雫,-............-...........

No．

4670

4683

4334

3724

4075

3950

-,300
4155

3652

2531

3506

3324

HAYAMAEXPRESSO

ちびっこGANG

隼II

PatioDream

WonderBoy

POISSONROUGE

AKVAVIT

DOOBIE

SAMANTHA(FUZZY)

む

TWINCAM

SAKURA
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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５
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０
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■
■
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①
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０
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１
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１
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２
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１
２
３
８
４
５
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１
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０
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０
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０
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２
１
２
１
１
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5

1

2

4

3

6

8

7

9

10

11

DSQ
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０
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１
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５
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２

１
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１
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CRクラス

MOI.AMOI,A

Iam

MARIE

隼I

EARLYBIRD

MUAMUA

FUSION

CIRCUS'2

1MP

HEARTLAND

TAKOSpirits

KALAVINKA

PEANUTS2(HERO)

Happiness

C-SKY(IYASAKA)

Silphid(PEASTL)

LADYBEETLE

AEPAZ(カワセミ）
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Y23クラス

SUPERWINDY

CENTROII

MICHIKO

風太郎
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『1991シアトルカップレー，
ラッキーこと池田まさよ

生まれて初めてヨットに乗ったの

が,1991年7月21日。｢何故ヨットが

走るか？」ということが,1か月前

になんとなく理解できたという私で

あります。

ヨット部に入部して，淡路島から

須磨まで初クルージングを経験し，

ヨットに対する思いがつのってゆき

ました。我がクラブはクルージング

が主です。こんな私が縁あって，ヨ

ットレース主体のチームの方々と出

会う幸運に恵まれたのであります。

そして神戸市須磨ヨットクラブ主催

の「1991シアトルカッフ。レースjの

裏方のお手伝いをさせていただける

という思いもよらないチャンスを体

験することができたのであります。

そこで『シアトルカッフ。ヨットレー

ス」をちよこつとリポートします。

9月14日仕）待ちに待ったレース初

日。ところがこの日は台風17号接近

で海は大荒れ。

第1，第2レース中止。先週とい

い今週といい，台風は週末になると

やってくる。台風17号は今日中に神

戸を通過とのこと。明日はレース開

催可能だと思います。

9月15日（日）天候くもり。今にも雨

が空から落ちてきそうな空模様bそ

んななか，7：00,『第27回大阪湾横

断レース」スタート。

15:00,レーサーたちが順次帰着｡み

んな雨で全身びしょ濡れ。レースを

終えた充実感と疲労感が、ひとりひ

とりから伝わってくるようでした。

17:00,パーティ開始。ご苦労様とお

疲れ様をこめて私たち裏方のおもて

なしです。参加して下さった方々、

思い切り楽しんで頂けたかな？

9月16日（月）オリンピックコースに

よるレース。天候くもり。

この日私は本部艇に乗船。本部艇

上では，スタッフの方々が風の状況

や潮流などを何度も何度も石祷忍して

いる。よりよい状態でレースが行え

るようにと酉嘘しているのか？ス

タッフの方々のレースに対する真剣

さや緊迫感が本部艇をすっぽり包み

込んでいる。にもかかわらずよい風

がなかなか吹いてはくれない!！

いよいよレース開始139艇がス

タートラインに集まってくる。本部

艇上では，タイムカウントの声とホ

ーンの音。そして様々江フラッグが

揚げられる。

ウーン，この緊張感。なかなか気

に入ってしまった私。スタートを待

つヨット1ヨット1ヨット！

9:30きれいなスタート。

39艇。どれが何というオ､－ムの船

か，初めてヨットレース観戦した私

には判断しかねていたところ，いっ

せいにいるとりどりのスピンが上が

ると今までの曇天と暗い海の上が、

まるで花が咲いた様に華やかになり、

私またまた大感激してしまった11

マーク近くに停泊している本部船

の前を次々と各艇が方向転換してゆ

きます。そんななか，3艇が重なり

ぶつかり合いそうになりながらマー

ク近くに入ってきました｡｢アっぶつ

かる11」と声を出す私。しかし3艇

のみごとなテクニック。まるでダン

スをしているように華麗にマークを

まわってゆくのです。ぶつかること

もな<｡(VTRで何度も再生してみ

てみたいほどみごとだった｡)いよい

よ，レース､フィニッシュ。船名とフ

ィニッシュタイムコールの声とホー

ンの音。そしてフィニッシュしたレ

ーサー達の表情。「緊張と緩和｣がこ

こにはありました。

本レース大会初日で，オリンピッ

クコースでの2レースが中止になっ

たので,最終日は13:00までに1レー

スでも多く開催したいとのスタッフ

の思い。時計は12:20.ギリギリワン

レース可能との判断。空からは雨が

降り出してくる。13:00までのタイム

リミットを気にしながら

12:24第4レーススタート6分前。

またまたスタート直前の緊張感。艇

が集まってくるなか本部船近くでは

艇と艇がぶつかり合いそうになり，

それを避けようとがんばるクルーの

動きとビなり合う声。

私，これにも驚きとレースに賭け

るレーサーの心いきにドキドキした

一瞬でした。

12:30スタート。しかし，本部船か

ら「ゼオ､ラルリコール」のフラッヘ

の掲示。すでにスタートを切った艇

がスタートポジションに戻るのに少々

時間を要し再度スター|､をコールし

たのが12:50またまた｢ゼオ､ラルリ

コール｣｡そして時計の針は,13:00を

さし､｢シア|､ルカツフ。レース』終了。

なんと多くのことを見聞きし，多

くの人々に出会い，そして貴重な体

験が出来た弧～の3日間｡｢シアトル

カッフ｡』に参加して下さったヨット

マンそしてレディたち。レースを裏

側からささえていた人々。そして『シ

。9J915

1

1
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アトルカッフ。」に関係された人々皆ました｡本当に皆様お疲ｵ1様でした。きになった3日間てゞした。

さんに私は多くのことを教えて頂きそして，ヨットのことより一層好

Rm(CR)タイプ順位 艇名 総合クラス オーナー名 クラス順位3レース 4レースセールNo.

出雲 伊藤耕磁CR YA30S2 C－11 3455 54．00 35．00 89．007．45

甲龍X 甲南大学CR YOK302 1914 60．00 26．00 86．00 C－27．35

飯島秀典ハングォーバー 124 J24３ 4459 J－163．38 21．00 84．386．90

伊藤良IOR4 ミックスマックス TAK36 33．00 82．50 1－14535 8．60 49．50

ペォ､ロープ・III 植松由量IOR DAV34 1－23 3607 8．15 43．50 36．00 79．50

ウイル』 小田良司IOR FAR40 3537 45．00 32．00 1－46 10．20 77．00

浜田紀雄アップ･ウインド J24 J24 76．50 1－2７ 2863 6．90 61．50 15．00

三浦克比古カウベル CR YR30 30．00 76．50 C－38 4530 7．40 46．50

妹尾達樹CRマーチ M242 248 57．00 19．00 76．00 C－59 7．05

サムシンク CR YA30S2 囮|田正弘 C－410 2951 7．45 48．00 27．00 75．00
一

中野誠クラリスブルー J24 3809 J-3J24 52．50 20．00 72．50l］ 6．90

菅野明ウエーブタ守ンサーー J-412 J24 J24 58．50 13．00 71．504061 6．90

甲龍VⅢ 甲南大学YOK30C C－6CR 69．001q
ユリ 1203 ワワ頁

J･~qノ 51．00 18．00

古川浩二カリーニョⅧ IOR FAR40 38．00 66．50 1－3221］ 28．5014 10．20

室井誠スピカV 1－5IOR FAR4015 3357 10.20 24．00 40．00 64．00

美藤裕志スインク昏ベル CR C－7BB30 30．00 34．00 64．003221 8．80
T〆

ID

大村誠 C-8セントアポロニア CR J29 42．00 22．00 64．0017 1633 8．05

山村彰 1-7チャチャ IOR FAR40 62．5018 3538 10．15 25．50 37．00

松井隆尚パフマジック CR J29 28．00 62．50 C－934．5019 69111 8．20

寺川良孝無双V TAK301 C-10CR 4345 37．50 23．00 60．5020 7．55

鈴木重行スインク、 CR YOK40 60.00 C-1121．00 39．0021 3669 10．10

原谷強キャパ 1-5J24 J24 55．50 4．00 59．5022 3828 6．90

常川裕章アイムソーリー IOR FAR44 16．50 12．25 58．75 1－823 3669 11．45

福原幸洋サチIII IOR YR3411 25．00 56．50 1－98．45 )1．5024 3279

馬場益弘 1－6サーマーガール IOR FAR40 1725 10．15 15．00 41.00 56．0025

ユ 稲継一洋CR C-12AR2 FCll 27．00 29．00 56．0026 3400 9．80

跡
一
羽

中野智子クラリスイエロー J－6J24 J24 40．50 14．00 54．503809 6．90

河村公逸YOK30C C-15CR 52．00オーラムV 4034 7．25 16．0036．00

高畑慎次のふ－そ CR YA31S 50．00 C-167．65 33．00 17．0029

小出拓巳 C-14タ、ソク 49．00CR X412 3336 10．00 18．00 31，0030

小野寺信二アカウーピン C-13CR YOK29 4070 7．10 39．00 10．00 49．0031

宮武清寛遠矢 C-17CR X99 9．10 19．50 24．00 43．50451632

上原照夫ピーターパン CR 22．50 4．00 26．50 C-18DEH3633 2189 8．50

川添正行セントエルモ C-19CR YOK26 24．503395 13．50 11．0034 7．05

牧浦正之ワンタ、一ボーイ IOR TAK1/8 12．00 18.001075 6．00 1－1035 5．55

眞来省二 C-20イクエーターII CR DEH34 4253 12．00 4．00 16．0036 7．50

楽水 留岡伸一CR VF30 10．50 4．00 14.50 C-2137 3171 7．00

玉置潔CR C-22BEN38 6．00 1．00 10．0038 8．70ノ、ノレシオン

大西学 C-22CR YA26 10．00ベーシック 5．70 6．00 1．0038

土井収ドンキーⅥ C-24CR FAR45 1．00 2．503215 11．70 1．5040

鳥井親一CR DEH36 1．50 2．50 C-25デ．シシヨン 4410 8．50 1．0010

サザンブリース 司宮
一
塀CR 2．50 C-26DUB30 1．5010 2852 7．15 1．00



'91年15.16.22.23H,全6レー

ス。NORC近畿北陸支部がミニト

ン以外では全く初めて，そして本格

的葱シリーズを開催した。レースが

現実となったのは，タ、イワポウアパ

レル㈱のブランドHanesの協賛があ

り可能となったわけだが，過去4年

間に渡ってYachting誌後援のワンデ

イお祭りレースがこの時期開催され

ていたのだが，琵琶湖においてやや

欲求不満の残る有志がシリーズレー

スへと，開催に漕ぎつけた。

艇長会議を14日前夜に，15日朝開

会式後インスペクション。午前10時

第1レース，ミドルディスタンスコ

ース(約20マイル)。その夕刻ウェル

カムパーティと一応のシリーズレー

スの型がとられた。しかし残念なこ

とは琵琶湖特有の超微風で始まり微

風に終わるというすこしぱかりパワ

ーのないレースとなってしまった。

まず第1レース（ミドル)はヤマハ

マリーナ沖スタート，琵琶湖大橋を

くぐり，北湖に設置された調査塔を

廻航し東へ約5マイル後，再びヤマ

ハマリーナ沖にもどるというコース

設定だったが，途中大橋附近で全く

のカームとなり全艇ストップ｡。その

10数分後北からのブローをひろった

“イヒゃザ”（ジャヌー）“ストロベリ

-"(YR3011)"スーパーエロス”

(ベオ､トウ）“リザーブ"(YR3011)

の順でフィニッシュとなった。

続く2日目，第2・第3レースも

風が無く，決局第2レースのみとな

り，サイドマーク廻航後先頭集団

のY-31S･YR3011らが京往生す

る中，又も“イピザ”が西からのブ

ローを拾いブッチギリのフィニッシ

ュ。2レースを終えた時点で総合は

“イヒ蕊ザ""ドゥーピー''(TAKAIJ/i)

“ストロベリー”がそれぞれの位置

をキープ･し，次週へと持ちこまれ

ナ〉
〃ｰO

続く第4･第5レースもオリンピッ

クコース，ようやく風も4～6mと

安定し，見ごたえのある展開となっ

た。実はこのシリーズ，ク簿ランプリ

レースなみにう。ロレーサーが顔を揃

え，ダイヤモンド，フレイザー，ノ

ースが参加し，より引き締まったも

のにしてくれている。この2本のレ

ースで目立ったものには“エイドリ

アン”“シープルース”(共にY31S)

“ストロベリー”“リザーブ”（共に

YR30),"ドゥーピー”の走り。マ

ークごとに順位が入れかわり2レー

スとも安定した“エイドリアン”が

総合2位にくいこんできた。

最終6レース，オープンクラス共

スタートラインに集まったのは105

艇，飛び出したのは“エイドリヘ

ン",“ノアエキスフ°レス"(YR301,,

“スーパーエロス",その順で各マー

クを廻航超微風ながら耐えて走っ

た“エイドリアン”がファーストホ

ームでこのシリーズの総合優勝に王

手をかけたが，第5レースまでトッ

プをキープする“ドウービー”もセ

カンド集団でハーフトナーと同スピ

ードで走り，第1回目の総合優勝を

奪い取った。

1992年度カレンダー頒布
価格：1部2000円

（送料・税込）

●オールカラー7枚綴り

ミー一二・.‐

へ

▲カレンダーに使用されている写真です

申込は現金書留で〒’05東京都港

区虎ノ門’一''－2（社)日本外

洋帆走協会カレンダー係まで。

今月の表紙：今回のジャパンカップに採

用のカテゴリーB･写真は冠スポンサー

コルム／日本タイマートがスポンサード

した”コルムJ"(写真／添畑薫）

OFFSHORE第197号平成3年11月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

発行社団法人11本外洋帆走協会

東京都港Iﾒ虎ノ門1-11-2(第2船舶振興ビル5階）

電話・東京03(3504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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※イムホフ･KIWIのジャケット､トラウザーはチームウエアとして御発注ください。

④イムホフ･ｵー ｼﾔﾝジﾔｹｯﾄ●カラー:ブルー&ホワイト●サイズ:S/M/L/XL/XXLo¥36,000

燕オーシャンレース･クルージング川にデザイン1没I汁､防ﾉk､耐寒性に優れ､史にハーネスホルダー機能を州えた本格セーリングギア。

④イムホフ･トラウザー●カラー:ブルー/ﾚｯド●サイズ:S/M/L/XL/XXL●￥20.000
※防ﾉk,耐寒性はもとよ'ﾉ､耐久性も群を披く本格セーリングトラウザー。

⑧イムホフ･コースタルシｬｹｯﾄ●カラー:ブルー/レッド●サイズ:S/M/L/XL/XXLo¥28,000

※インショアの4シーズンに対応｡|,i:j､風を允分に防ぎ､11.述勅性に優れ､ディンギーからクルーザーまでオールマイティなジャケット。

、イムホフ･クルージングジｬｹｯﾄ●カラー:ブルー/レッド●サイズ:S/M/L/XL/XXLo¥32,000
※インショアからオフショアのハードなセー'ノングに耐え､インナーキルティングが保柵性を,I,ﾙめた､海1,1脚ilのジャケ･ｿﾄ。

⑨イムホフ･セーリンググローブ●￥4.500

※ディンギー、クルーザーを問わボハードに耐える耐久性に優れたグローブ'です。

⑤ハイシーズ･レーシンググローブ●￥4,800

※ディンギー、クルーザーを問わず稚いハンドワークを約束する伸縮|'liに優れたセーリンググローブでれ

⑤KlWl･コースタルシｬｹｯﾄ●カラー:ブルー&ホワイト●サイズ:XS/S/M/L●￥46.000

⑥KIWI･トラウザース●カラー:ブルー●サイズ:XS/S/M/L/XL●￥32‘OOO

nハーケンボートシューズHS－1●サイズ:5インチ－14インチ●￥11，800

①ハーケンボートシューズHS-2●LEATHERTYPE●サイズ:5ｲﾝﾁ-14ｲﾝﾁ●￥16,500
※|I|界のトッブセイラーのノウハウと､フットウエアーを代衣するSailc()I1yのテクノロジーと､IlARKENの椰のノウハウから,鯉′|iした次'11』代のボートシューズです。

ハーケンジャパン株式会社〒662西宮市西宮浜2-21-9TEL､0798(22)2520
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その速さに魅せられ､その美しさに酔わされ･この艇には､海と園を圧倒する存在感が漂う。

YAMAHA31SLTD罠生｡チーク材を賢沢に使用したキャビ乳

快適さをもたらす数々の装備品を搭載｡穏やかなカーブを描くハルライ翼そじて個性的なスカルブチヤー

最強のクラブレーサーに求められるポテンシャルは､この美しいデザインに象徴されている。

l主な撮寧稜飼:キャビン･チーク胴木部仕上lガハルサイド･ファプリック内張り／虹動マリントイレ/ソーラーバッテリーチャージャー

31SnD識蕊職委諜溌蒋訓謁織臘…”YAMAHA

蛾

全国のヤ”(のお店で好評開催中

唖ヤ再Iﾖｯﾄリザーブｾｰﾙ.･兜2月末日迄

ヤ”(ﾖｯﾄ勿レーザー(ジねヌーを含むﾉをご域約の方にもれなく帆船彫刻鍾物をズ.,ぜﾕｲ、

|ihへのｽﾀー ﾄﾗｲﾝ|ヤマハボートライセシススワール北海道ﾔﾏﾊ軸…含Oll-612-lO60ﾔﾏﾊ関西㈱･""･壷06-535-1671
海をｴﾝジｮｲしながらのｶﾘｷｭﾗﾑ.詳しくは､右配またはﾔﾏﾊﾏﾘﾝブラザ.ヤマハ東北㈱．．････む022-235-1031ヤマハ中国㈱.,…･盃082-285-4911
マリンシヨツプまでどう違ヤマハ製品についてもお臥軽にお問い合わせください。ヤマハ東京㈱……缶03-3444-9971ヤマハ四国㈱･･････盃0878-67-3800

1,鳥轆,し|課榴,陽|,羅顯製暖嶋畠"侭鳥｜驫雑:鰯議熱篠逼磯織謡調
『IHIUIIMAHIN[llf[!

学科鼠雷

(約8時間xlB）

合格
(四画$貝“士児肝）安全がマリンスポーツの基本で-ｳも


